
京都合成樹脂研究会、プラスチック成形加工学会関西支部 共同主催講演会  
自然界に学ぶ、バイオインスパイアードマテリアルの最前線 
❏開催日：２０２４年１０月１１日（金） １３：３０～１７：００ 
❏開催場所：京都市産業技術研究所 ホールABC 

 

 

 自然界には驚くべき仕組みや機能を備えている生物が数多く存在しています。それらを模倣し（バイオミメティク

ス）、発展（バイオインスパイアード）させることで、新しい技術や材料を開発しようとする研究が盛んになされて

います。本講演会では、深海生物から身近なアブラムシやムール貝まで、様々な生物に着目した最先端の研究

に携わる3名の講師の方に講演いただきます。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

プログラム 

1. 13：30   開催挨拶（12：45  受付開始） 

2. 13：40 ～ 14：40   

『深海インスパイアード化学：深海の自然史から発想する材料化学の新展開』  

国立研究開発法人海洋研究開発機構 生命理工学センター・センター長  

出口 茂 氏 

【講演概要】 

自然は常に科学の進歩を促す発想の源泉であり、それは

深海とて例外ではない。本講演では深海の極限環境や深

海生物の生存戦略に発想を得た「深海インスパイアード

化学」を概説する。 圧力に応答する高分子を利用したサ

ステナブル材料開発、高温・高圧水の特性を利用したボ

トムアップのナノ乳化プロセス、ナノファイバーの大表

面積を活用した深海微生物資源の開拓を例に、深海の自

然史から得た発想に高分子化学やコロイド・界面化学の

知見を加えて生み出す材料化学の新たな展開を紹介する。 

 

3. 14：50 ～ 15：50   

『リキッドマーブル工学：自然から学ぶ液滴の機能化』   

大阪工業大学 工学部応用化学科・教授  

藤井 秀司 氏  

【講演概要】 

講演者は、界面自由エネルギーを駆動力とする粒子の

自律的な界面吸着現象に注目し、高分子粒子の気液分散

体の安定化剤としての利用を提案している。本講演では、

気中液滴型気液ソフト分散体であるリキッドマーブル、

ドライリキッドについて、講演者らが取り組んできた研

究について紹介する。 

 

 



4. 16：00 ～ 17：0 0   

『ムール貝の分泌物に着想を得たフッ素樹脂の接着』   

積水化学工業株式会社  

高機能プラスチックカンパニー 開発研究所 先端技術センター・研究員  

緒方 雄大 氏 
【講演概要】 

フッ素樹脂とは、分子中にフッ素原子を含む高分子で耐熱性、耐薬品性、電気的特性、非粘着性、自己潤

滑性に優れる一方で、非常に接着し難いという課題がある。当社では、この課題を解決すべく、ムール貝の

特殊な分泌物が幅広い材料に接着するという現象に着想を得て、フッ素樹脂にも接着できる粘着テープを開

発した。本講演では、上記粘着テープの特徴に関して紹介する。 

 

 

本講演会について（申し込み方法など） 
❏ 主 催 ：京都合成樹脂研究会、（一社）プラスチック成形加工学会関西支部 
❏ 協 賛 ： 京都市産業技術研究所ユーザーズコミュニティ、京都グリーンケミカル・ネットワーク 

       京都府プラスチック協同組合、(一社)西日本プラスチック製品工業協会、 
（一社）日本接着学会関西支部、SPE日本支部 

❏ 開催日時 ： 令和6年10月11日（金）13：30～17:00  

❏ 開催場所 ： 京都市産業技術研究所 ホールABC （オンライン無し） 

❏ 定 員 ： 80名（先着順、定員になり次第締め切ります。） 

❏ 参加費 ： 主催団体会員2,000円 協賛団体会員3,000円 一般4,000円 学生 1,000円 

❏ 申込方法 ： 参加希望者は 9 月 27 日（金）までに、申し込み用紙に必要事項を記入して FAX または京都

合成樹脂研究会ホームページの申込フォームによりお申し込みください。 

 後日請求書を送付いたします。 

FAX：075-326-6200   合研ホームページ：http://www.kyoto-gouken.jp/ 

❏ 問い合わせ先：（地独）京都市産業技術研究所 材料・素材技術グループ 野口、伊藤  

TEL：075-326-6100(代表) 

  

http://www.kyoto-gouken.jp/


FAX (075)326-6200 

京都市産業技術研究所 行 自然界に学ぶ、バイオインスパイアードマテリアルの最前線 

申 込 書 

氏 名（ﾌﾘｶﾞﾅ）：                       （※お一人一枚でお申し込みください） 

勤務先：                                           

所 属：                                           

勤務先住所：(〒       ) 

                                               

TEL                     FAX                      

E-mail                                            

 

所属団体 （該当する番号を○で囲んでください。）  

１．京都合成樹脂研究会 ２. （一社）プラスチック成形加工学会関西支部 

３．京都市産業技術研究所ユーザーズコミュニティ ４ 京都グリーンケミカル・ネットワーク 

５．京都府プラスチック協同組合 ６．(一社)西日本プラスチック製品工業協会  

７．（一社）日本接着学会関西支部 ８．SPE日本支部    

９．一般（該当団体なし）   １０．学生 


